
、 

、 

管10数本がセットされ、管と管の接

順から離脱の仕方、新しい用具の扱し

り熱心に学んでいました。 

〔写真=8月26日、市庁舎前お祭り広 

① 	 （昭和33年9月10日第 3種郵便物認可） 
	

1部 9円 	 〔毎月2回・1日・15日発行〕 

一 広報 、 ‘ 	， 、 

③ご、よびわら 
発 行 所 

五所川原市役所 
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昭和55年 9月15日 

印刷 西 北 印 刷 

	

市 の 人 口 
	

男 25,587人 
	

世 帯 数 	14,469人 

	

52,849人 
	

女 27,262人 
	

（昭和55年 9月1日現在）住民基本台帳から 

強震にも大丈夫 

水道管の接合訓練 

強震にも耐える水道管の接合技術に習熟しようとい

う水道管の 「耐震継手接合訓練講習会」が 8月26日か

ら 4 日間、市庁舎前のお祭り広場で行われました。 

講習会には、西北五市町村の水道技術者及び同地区

管工事組合の技術者合わせ 72人が参加。 

お祭り広場には、マグネチュード10程度の強震にも

耐えるという直経 700ミ Iから 350ミリのダクタイル鋳鉄 



（第 3種郵便物認可） 

「対
策
等
に
万
全

を
期
し

た
い
」
 

市
の
不
順
天
候
対
策
本
部
 

（
本
部
長
・
寺田
市
長
）
は
九

月
二
日
、
市
長
公
室
で
対
策
委

員
会
を
開
き
、
直
ち
に
市
長
を

本
部
長
と
す
る
「
五
所
川
原
市

冷
害
対
策
本
部
」
を
設
け
、
被

害
農
家
の
救
済
の
た
め
国
・
県

に
対
す
る
要
望
事
項
を
決
め
た

ほ
か
、
 「冷
害
対
策
相
談
室
」
 

の
開
設
な
ど
市
段
階
の
対
応
策
 

一
 

‘
 

 
、
 

,
 

墓地の購入者を‘集  、 
長者森平和公園 

市都市計画課では、 「長者森平和公園墓地」の

購入者を募集しています。 

ロ募集区画 	150区画 

ロ墓地面積 	1区画5m 

ロ永代使用料 	110,000円 

ロ管 理 料 	3,000円（年間） 

常時受け付けしています。 

中し込みと同時に、永代使用料と管理料を納付 

していただきます。 

ロお間い合わせ 

詳しくは、市都市計画課（か⑤）2111番・内線233 

番）へお問い合わせドさい。 

一
 

天
災
融
資
法
の
適
用
等
 

国

・
県
へ
要
望
」
 

対
策
方
針
に
よ
る
と
、
国
・

一
県
に対
す
る
要
望
事
項
は
、
①

天
災
融
資
法

・
激
じ
ん
災
害
法

の
適
用
発
令
、
②
規
格
外
米
の

買
い
入
れ
、
③
制
度
資
金
の
年

賦
償
還
の
繰
り
延
べ
、
④
〕
救農

土
木
事
業
の
導
入
な
ど
で
す
。
 

「冷
害
対
策
相
談
室
」
は
、
 

九
月
二
日
か
ら
明
年
一
月
三
十

一
日
ま
で

（平
日
の
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
）
市
民
相

談
室

（本
庁
二
階
）
に
併
設
し
、
 

冷
害
対
策
本

部
の
設
置
に
先

だ
ち
、
市
の
不

順
天
候
対
策
本

部
で
は
九
月
一

日
、
水
田
の
現

地
視
察
と
稲
の

抜
き
取
り
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
 

抜
き
取
り
調

査
は
、
中
央
部
 

（
梅田
、
米
田
、
 

田
川
）
、
北
部
 

ま
た
、
市
段
階
の
対
策
方
針

と
し
て
は
、
①
「
冷
害
対
策
相

談
室
」
 
の
開設
、
（m留
土
活

・
生

産
資
金
の
融
資
、
③
雇
用
の
指

導
、
④
水
稲
共
済
金
の
早
期
支

払
い
、
⑤
灰
年
度
種
モ
ミ
の
確

保
な
ど
で
す
。
 

本
部
委
員
、
農
林
課
職
員
が
常

駐
し
て
被
害
農
家
の
生
活
と
営

農
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

（藻
川
、
長
富
、
毘
沙
門
）
、
 

山
間
部
（
七
和
、
飯
詰
）
の
三

カ
所
で
行
い
、
調
査
力
所
ご
と

に
一
株
か
ら
大
穂
、
中
穂
、
小

穂

一
本
づ
つ
を
抜
き
取
り
、
五

株
か
ら
合
わ
せ
て
十
五
本
を
採

集
し
て
分
折
し
た
も
の
で
す
。
 

そ
の
結
果
は
、
二
日
の
対
策

委
員
会
議
の
席
上
で
も
報
告
さ

れ
ま
し
た
が
、
総
評
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

r
 浄

慧

携

鍵

者の
皆
一
 

さ
ん
を
敬
い
、

よ
り
楽
し
い
毎
日
を
過
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
年
額
六
千

円
（
八
十
八
歳
、
九
十
九

歳
の
方
は
一
万
円
）
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。
 

（
 

今
年
該
当
に
な
る
方
は
、
市
福
祉
事
務
所
に
申

請
し
て
下
さ
い
。
 

年
金
の
支
給
は
九
月
中
で
、

は
が
き
で
通
知
し

ま
す
。
 

こ
の
年
金

に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
ば
、
市
福
祉

事
務
所

・
福
祉
係
（
廿
⑤
二
一
一
一
番

・
内
線
一
一
 

）
 

一
  〇
番
）
 
へ

お
間
い
合

サ
下

さ
い

り
 

 

rー
携
桂
鵬1
1
い
、
 

市長ら現地視察 
「
冷
害
対

策
相
談
室

」
を

開
設
 

稲
穂
を
抜
き
取
り
調
査
 



調
査
数
字
で
み
る
限
り
、
作
況
は
予
想
以

上
に
悪
く
、
か
つ
て
例
の
な
か
っ

た
不
出
来

の
秋
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
 

調
査
結
果
の
う
ち
、
授
精
し
て
も
登
熟
し

な
い
分
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
天
候
次
第
に

よ
っ
て
多
少
の
好
転
を
抱
か

せ
る
が
、
か
り

に
そ
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
し
た
と
し
て
も
、
 

質
に

つ
い
て
は
期
待
が
望
み
薄
の
状

態
に
あ

る
。
 

刈
り
取
り
期
は
、

登
熟
温
度
の
必
要
性
か

ら
例
年
よ
り
相
当
の
遅
れ
が
予
想
さ
れ
る
状

況
に
あ
り
、
あ
わ
せ
て
不
順
天
候
上
か
ら
初

霜
の
早
期
降
霜
等
が
あ
る
場
合
、
 一
層
の
激

じ
ん
被
害
が
懸
念
さ
れ

る
。
 

現地調査の結果 

》
 

市
で
は
、
寝
た
き
り
老
人
福
祉
対
策
の
一
環

と
し
て
、
在
宅
で
寝
た
き
り
老
人
を
介
護
し
て

い
る
家
族
が
疾
病
に
か
か
る
等
特
別
な
理
由
で

自
宅
に
お
け
る
介
護
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
 

一
時
的
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
保
護
委
託

を
す
る
事
業
を
ー
 
って
お
り
ま
す
。
 

ご
利
用
ド
さ
い
。
 

ロ
対
象
者
 
お
お
む

ね
六
十
五
歳
以
L
の
方

で
身
体
L
ま
た
は
精
神
上
著
し
い
欠
陥
が
あ
る

た
め
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
。
 

ロ
費
用
 
般
世

帯
 
一
目
千
二
百
円
、
生

活
保
護
世
帯
 
無
料
。
 

ロ
委
託
施
設
 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
青

山
荘
」
、
「あ
か
ね
荘
」
 

r
 

ロ
お
間
い
合
わ
せ
 
市
福
祉
事
務
所

・
福
祉

係

（
廿
⑤
二
一
一
一
番
・
内
線
二

一
〇
番
）
 

」
 

短期委託保芦一」 

寝たきり老人を 

,
 

（第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	 昭和55年（1980年） 9 月15日（479号） 

一
 

人
ひ
と
り
世
帯
一
つ
が国
の
基
礎
 

明
日
の
た
め
今
日
の
日
本
を
知
る
調
査
 

0
国
勢
鯛
漬
 

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
 

国
民
年
金

の
保
険
料
を
ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
あ
り
 

ノ
 

ま
せ
ん
か
。
 

昭
和
五
十
h
年
度
の
二
期
分

（L

・
八
・
九
月
分
」
の
 

保
険
料
を
納
め
る
期
限
は
、
九
月
末
目
ま
で
に
な
っ
て
お
 

り
ま
す
。
 

国
民
年
金

に
加
人
し
て
い
て
も
、
保
険
料
を
納
め
て
い
 

ま
せ
ん
と
、
万
 
、
け
が
を
し
た
り
、
ご

、E
人
が
な
く
な
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か
 

ら
れ
た
と
き
な
ど
に
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
な
ど
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
の
ま
ま
二
年
を
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
す
と
、
時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
り
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
 

r一

保
険
料

は
必
ず

期
限

ま
で

に
納
め
て
ト

さ
い
。
 

を
決
め
ま
し
た
。
 

対
策
会
議
に
は
、

各
農
協
組

合
長
、
地
区
農
改
普

及
所
、
北

地
方
農
林
事
務
所
、
北
土
地
改

良
事
務
所
な
ど

の
委
員
二
十
人

が
出
席
、
寺
田
市
長
が
、
 
「現

地
調
査
の
結
果
か

ら
も
、
い
ま

ゃ
冷
害
は
回
避
で

き
な
い
状
況

に
あ
り
、
冷
害
に
対
す
る
対
策

等
に
万
全
を
期
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
、
次
い
で
市
内
の
冷
害

に
よ
る
稲
作
の
被
害
状
況
が

報

告
さ
れ
ま
し
た
。
 

「市
冷
害
対
策
本
部
」
 
（
事

務
局
農
林
課
）
は
、
市
内
各
農

協
、
地
区
農
業
改
良
普
及
所
、
 

市
農
業
共
済
組
合
、
各
土
地
改

良
区
等
十
六
の
関
係
機
関
・
団

体
の
委
員
で
構
成
し
設
置
さ
れ

た
も
の
で
、
同
時
に
市
の
冷
害

対
策
方
針
を

決
め
ま
し
た
。
 



火事の通報・救急車の依頼は 

119番へ 

119番は、消防署直通です 

7ガス風呂釜を設置する室には下部換気口を設け、必

ず排気筒を屋外に設置すること。 

8 食用油の使用でゴム管に、きず、ひび割れ等が生じ

ている場合が多く、その際は新品と取り替えること。 

9ガス燃焼器具の炎孔、空気口、風呂釜排気筒は随時

掃除を行うこと。 

とくにパイロットバーナを常時使用する風呂釜は、 

すすの付着が多いので掃除はひんぱんにする。 

10万一事故が発生した場合、容器（ボンべ）の元バル

ブを閉め、扉を開き付近の人に大声で知らせること。 

五所川原地区消防事務組合 

わ
が
国
の
年
金
制
度
に
は
、
国
民
年
金
の
ほ
か
に
厚
生
年
金

や
船
員
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
全
部
で
八
つ
の
年
金
制
度
が
あ

り
、
国
民
は
必
ず
、
ど
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
し
、
誰
で
も
 

老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

J
て
い
ま
I
 
に
 

，
ノI
て

J
ー
 
、
、
7
"；二
一
に

ー
，一
 
一
し
に
 

な

こ
れ
ら
の
年
金
制
度
で
は
、
年
金
を
支
給
す
る
条
件
と
し
て
 
と
 

す
 国

民
年
金
で
は
 
十
五
年
、
国
民
年
金
以
外
の
年
金
制
度
で
は
、
年

老
齢
、
退
職
年
金
な
ど
ニ
ト
年
の
加
入
期
間
を
必
要
と
し
ま
す
『
生
 

．
 
一・
、
 
全
中
で
沈
哉
し
た
り
、
へ〈
吐を
や
カ
た
り
、
斐
つ
か
乃
干
金
 

算
』」
難
籍
姦
諸熱
磐
穀
 

通
 
の
制
度
で
す
。
 

（た
だ
し
、
国
民
年
金
と
の
通
算
は
、
 
十
五
年
で
す
の
で
 

間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。）
 

(I
・
・
 

厚
 

金
 

年
 

民
 

国
 

”ー~．d．踊~ーー二 

麟
水

道

企
業

団
 

ノ
 

一
 

和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
一
 

ロ
一
次
試
験
 
昭
和
五
十
九
年
十
 
月
九
口

（
目
 

県
立
弘
前
実
業
高
校
 

H
 

ロ
受
付
期
問
 
九
H
十
日
（
水
）
ー
十
月
九
日
（
木
）
ま
で
 

ロ
受
付
及
び
お
間
い
合
わ
せ
 
受
験
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
 

!
 

市
水
道
課
（
廿
5
二
．

一
 
番

‘
内
線
二
六
九
番
）
へ
お
問
い
 

合
わ
せ
下
さ
い
 

I
 津

軽
広
域
水
道
企
業
団
（
福
士
文
知
企
業
長
〕
は
、
企
業
団

職
員
の
採
用
資
格
試
験
を
行
い
ま
す
。
 

試
験
職
種
は
、
上
級
建
設
職
の
土
木
、
電
気
、
機
械
関
係
で
、
 

合
格
r
定
人
員
は
と
も
に
男
子
若
F
名
。
 

ロ
受
験
資
格
 
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
四

年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
、
大
学
で
土
木
、
電
気
、
ま

た
は
機
材
工
学
の
学
科
を
修
め
卒
業
し
た
方
。
 
（
ま
た
は
、昭
 

    

    

  

職

員
採

用
試
験
 

職

員
採

用
試
験
 

 

広報ごしょがわら 	昭和55年（1980年） 9月15日（479号） ④ 

1ガス漏れの場合、引火・爆発の危険がありますので、 

元バルブを閉め窓・扉などを開き屋外にガスを追い

出すこと。 

2 コツク、ゴム管および金属管のガスもれは、石けん

水を筆で塗ると‘アワが出るからすぐわかります。 

3ガスコンロ、ストーブ等に点火する前、ガス漏れが

あると臭いでわかるので、注意すること。 

4 点火後はガスの不完全燃焼や風などにより吹き消え

たりしないよう注意すること。 

5外出、寝るとき、使用を終ったときは、コンロのバ

ルブ、壁際の元栓を完全に閉めること。 

6ガス容器（ボンべ）は屋外の通風の良い場所に設置

し、勝手に持ち歩かないで、その販売店にまかせる

こと。 

ガスの火災予防を 
駅
に

座
布
団
贈

る
 

身

障
者

福
祉
会
 

市
身
体
障
害

者
福
祉
会
（

松

本
一

男
会
長
）
は
八
月
三
十

日
、
 

国
鉄
五
所

川
原
駅
（

佐
藤
健
三
 

駅
長
）
に
待
合
室
の
椅
子

用
座

布
団
四

十
枚
を

贈
り
ま
し
た
。
 

日
頃
国
鉄

に
世
話

に
な
っ

て
 

い
る
お
礼

と
、
 

乗
降
客
を

温
か

い
心
で
送
り
迎

え
し
よ
う

と
女

性
会
員

二
十
人

が
布
地
や
綿
を

持
ち
寄
っ

て
作

っ
た
も

の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
 

松
本
会

長
の
ほ

か
地
区

の
役
員

ら
十
人
が

駅
に
 
 

出
向
き
、

さ
っ
そ
く
待
合

室

の

椅
子

に
座
布
団
を

敷

い
て
や
り

利
用
客
か

ら
感
謝

さ
れ
ま
し
た
。
 

福
祉
事
業

に
と
 

七
万
余
円
寄
付
 

昭
年
パ

ー
ル
会
 

昭
和
パ

ー
ル
会
（
木

村
重
治

会
長
、
会
員
百

四
十
人
）
は
八

月
二
十

三
日
、
社
会

福
祉
事
業

に
役
立
て
て
下
さ

い
と
、
市
に

七
万
七
百
八
十
八

円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
廿
写
真

下
廿
 

会

の
結
成
五

周
年
を

記
念
し

て
贈
っ

た
も
の
で

す
。
 

、 	 ~ー」 

r 

r 



市
献
血
推
進

協
議
会
（
角
田

昭
三
会

長
）

は
、
 

こ
の
ほ
ど

開

い

た
五
十

五
年
度

の
総
会
で

昨
年

度
に
献
血
に
協

力
し

た
次

の
団

体
、
個
人
に

感

謝
状
を
贈
り
ま

し
た
。
 

奈
良
さ
ん
ら

に
感

謝

状
 

一
 

献
血
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ー
 

ロ
団
体

の
部
 

東
北

電
力
脚
五
所

川
原
営
業

所
、

五
所
川
原
総
合

高
等

職
業

訓
練
校
、

五
所
川
原

工
業
高

校
、
 

丸
友
商
事

欄
会
社
、

東
北
電

工

翻
五
所

川
原
営

業
所
、

脚
会
社

木
村
石
油
、

閣
会
社
野

輪
商
会
、
 

国
鉄
五
所

川
原
駅
 

ロ
個
人

の
部
 

奈
良
勉
、

山
内
良
一
、

木
村

健
三
、

津
里
諭
、

高
橋
優
、
舘

山
寿
、

鶴
谷
芳

富
、

境
敏
文
、
 

工
藤
健
一
、

清
水
高
克
 

（敬
称
略
）
 

（
敬
称
略
）
 

善
銀
預

託
者
 

, 

神
美
保
子

（
吹
畑
）
、山
田
豊
 

（鶴
田
）
、小
山

田
鳳
隆

（
末
広

町
）
、木
村

重
治

（
鎌
谷
町
）
、神

智
洋
（
新
宮
）
、笠
井
公
行

（
羽

野
木
沢
）
 

君のもつ 力と勇気を この道に 

青森県警察本部では、高等学校卒業

程度の人を対象として警察官及び交通

巡視員の採用試験を行います。 

採用予定人員は 警 察 官 約30人

交通巡視員 約 6人

で、 9月 1日（月）から10月19日（日 J ま

で受験の申し込みを受け付けます。 

受験資格や試験日程は次のとおりで

すが、くわしくは最寄りの警察署にお

問い合わせ下さい。 

警察官、交通巡視員採用 

試験種別 受 	験 	資 	格 試 験 日 程 

警察官（B) 

昭和28年 4 月 2日から昭和38年 4月 

I日までに生まれた男子（ 4年制の大

学を卒業した方及び卒業見込みの方を

除く。） 

r昭和56年 4 月1日現在、 

、 	18歳～27歳 	」 

第一次試験 

10月19日（日） 

青森北高等学校 

弘前工業 
高等学校 

八戸西高等学校 

第二次試験 

11月18日（火） 

青森県警察学校 

交通巡視員 

昭和32年 4 月 2日から昭和34年 4 月 

1日までに生まれた女子 

r昭和56年 4 月 1日現在、 

し 	18歳 -23歳 	J 

なおこの試験は、警視庁、神奈川県、千葉県、埼玉県、静岡県の警察官を志望する人も同時に受験することができます 

⑤ （第 3種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 
	

昭和55年（1980年） 9月15日（479号） 

l舗雄襲藤静市立図書館 

書 名 著者名 書 名 著者名 

日本宗教事典 村上 重良 方法を読む 	大江健三郎 

怪談の科学 	中村 希明 

マルクス・その可能性の中心 
柄谷 行人 

四十歳の出発 
ニーナ・オニール

恐山・下北 森 勇男 

旅は道づれ、ツタンカーメン 

松山 善三 
キュリー夫人の生涯 

崎川 範行 

わたしの写真館 立木香都子 

偏見の構造 岡庭 昇 

現代人の情報行動 中野 収 

気象観測と天気予報 
浅野 芳 

愛の動物家族 
	

志郎 

現代人の寿命予知学 
田村 豊幸 

ガン「消去法」 森下 敬一 

住まいの防音 宮原 武義 

NHKホームビデオ技術 
日本放送協会 

耕稼春秋 	土屋又三郎 

農協革新の課題と実践 
山本 修 

瞥 女 	斎藤 真一 

絵とは何か 	坂崎 乙郎 

甲子園・熱戦の記録 
山本英浪β 

わがカラテ日々研績 
大山 倍達  

「方丈記」を読む 馬場あき子 

行きて帰る 	山本 健吉 

北国の四季の詩 荒井 秀実

北国の愛の詩 

ねぶた川柳 	大高 半化 

詩集、未期の呪文 高木 恭造 

飯沢匡の社会望遠鏡 
飯沢 匡 

林檎とパイプ 三浦 哲郎 

巡礼記 	笹原 茂朱 

山河あり 	寺山 修司 

黒革の手帖上・下 松本 清張

男子の本懐 

奮闘旅行 	佐藤 愛子 

風の 扉 
	

夏樹 静子 

阿修羅 
	

中山あい子 

夜と朝の手紙 津島 佑子 

18歳の湖 
	

中山あい子 

紳士同盟 
	

小林 信彦 

旅人たちの南十字星 
佐木 隆・ 

鬼龍院花子の生涯 宮尾登美了 

花石物語 	井上ひさし 



税
 

云
7
の
 

世
の
中
ま
 

っ
暗
や
み
 

」
 

そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
ず
に

隣
り
の
魚
屋
さ
ん
を

見
て
ご

ら
ん
な
さ

い
。
奥
さ
ん
が

一

生
懸
命
帳
簿
を

つ
け
て
い
ま

す
。
 「

い
ら
っ
し
ゃ
い
ノ
亡
 

ご
主
人
の
掛
け
声
ま
で
も

軽
や
か
で
す
ね
。
 

何
か
う
れ
し

い
こ
と
で
も

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 

「
い
え
ね
、
今
年
か
ら
青
 

色
申
告
に
し
た
ん
で
す
よ
。
 

手
続
き
も
簡
単
な
う
え
、
税

金
も
安
く
な
る
し
、
女
房
に

も
給
料
を
払
っ
て
帳
簿
を

つ

け
さ
せ
て
い

ま
す
よ
。
」
 

あ
な
た
も
い
か
が

で
す
か

青
色
申
告
。
 

詳
し
く
は
税
務
署

へ
お
た

ず
ね
下
さ

い
。
 

お
年
寄
り
と
税
金
 

人
間
っ
て
身
勝
手
な
も
の

で
す
。
若
い
う
ち
は
、
 
「自
 

分
だ
け
は
、

い
つ
ま
で
も
若

い
」
 
な
んて
都
合
の
い
い
こ

と
を
考
え
が
ち
で
す
。
 

し
か
し
、
老

い
と
時
間
は
、
 

止
ま
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。
 

日
本
は
長
寿
国
の
ー

つ
で

す
が
、
お
年
寄
り
ゃ
社
会
的
、
 

経
済
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る

人
に
対
し

て
、
老
齢
福
祉
年

金
や
各
種
の
施
設
な
ど
、
社

会
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
一
方
、
 

税
金
の
面
で
も
い
ろ
い
ろ
な

特
典
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
税
務
署

へ
お
た
ず

ね
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

青
色
申
告
の
お

す
す
め
 

キャラバン隊、市長にメッセージ 

ゆっくり走ろう 青森県

秋の全国交通安全運動 

この運動は、広く県民に交通安全思想を普及徹底し、 

正しい交通ルールとマナーの実践を習慣づけることに

より、交通事故防止の徹底を図ることを目的とする。 

目 	的 

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
八
月
一
一

十
八
日
市
を
訪
れ
、
寺
田
市
長

に
中
山
総
理
府
総
務
長
官
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。
 

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
全
国
交

通
安
全
母
の
会
連
合
会
の
主
催

に
よ
る
も
の
で
、
八
月
二
十
一
一

日
全
国
七

コ
ー
ス
に
分
か
れ
東

京
を
出
発
、
東
北
コ
ー
ス
が
市

を
訪
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
 

ル
で
地
元
交
通
安
全
母
の
会
会
 

員
、
交
通
安
全
協
会
役
員
、
和

順
愛
児
園
の
園
児
た
ち
が
出
迎

え
、
安
全
旗
に
リ
ボ
ン
の
と
り

つ
け
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
朗
読
が

あ
っ
た
あ
と
、
市
長
が
、
 
「
こ

の
運
動
に
よ
り
交
通
事
故
の
減

少
を
願
い
、
安
全
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
た
い
」
と
一
行

を
励
ま
し
ま
し
た
。
 

み
ん
な
で
す
す
め
よ
う

交
通
安
全
 

最
近
の
国
際
情
勢
と
日
本
 

ロ
と
き
 
九
月
二
十
七
日
 
「

最
近
の
国
際
情
勢
と
日
本
」
 

（
土
）
午
後
七
時
 

外
務
省
文
化
事
業

部
、

文
化
 

時

局
講
 
演
会
 

ロ
と
こ
ろ
 
勤
労
青
少
年
 
第

二
課
長
、

青
木
盛
久
氏
 

ホ
ー
ム
（
サ
ブ
体
育
館
）
市
 

主
催
 
国
連
協
会

五
所
川
 

民
体
育
館
隣
り
 

原
支
部
、

市
教
育
委
員
会
、
 

ロ
講
師
及
び
演
題
 

国
連
青
少
年
の
家
 

期 	間 1 

9fl21f! (H）から 9 H 30欄（火 Jまでの10日間 

「履動1)重点一 

1 安全連転の確保、 とくに無謀運転の防」I, 

2 子供レ老人の交通’F故防止 

3 自転車及び原動機付白転車の安全利用の促進 

4 暴走族の追放 

5 ヘルメノト・シートベルト着用の推進 

麟 	 青森県交通対策協議会 

(
 

』
安
全意
家
庭
の
な
か
か
ら
 

舞
舞
・
 
曹
 

し
つ
け
か
ら
 

広報ごしょがわら （第 3種郵便物認可） 昭和55年（1980年） 9月15日（479号） ⑥ 



「更
年
期
障
害
」
に
つ
い

て
 

市
及
び
五
所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
で
は
、
 

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
次
の
日
程
で
「
移
 

動
健
康
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
聴
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
九
月
二
十
五
日

（木
）
午
後
一
時

か
ら
二
時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
松
島
団
地
管
理
事
務
所
 

ロ
テ
ー
マ
 
「
更
年
期
障
害
」
に

つ
い
て

ロ
講
師
 
川
村
礼

一
郎
氏
 

当
日
は
、健
康
相
談
、
血
圧
測
定
も
行

い
ま
す
。
 

移
動
健

康
教

室
へ
ど

う
ぞ
 

●

つ
 

シ
」
 

。

、
 

よ
刀
 

り
ノ
 

ご協力あ 

乳幼児の健康診査 

⑦ （第3種郵便物認可） 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。該

当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

■受 付 時 間 午後0時30分から 1時まで 

■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在、病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けてい 

る乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

一
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
 
「み
ん
な
の
健
 

康
教
室
」
 
が次
の
日
程
で
開
か
れ
ま
弓
し
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
 
マ
は
、
 「肥
満
と
病
気
」
に
 

つ
い
て
で
す
。
 

と
き
 
九
H
ニ
ト
六
日
（
金
｝
午
後
 

時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階
ホ
ー
ル
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
、
圧
所
川
原
市
民
 

保
健
協
議
会
 

「肥満と病気」について 

みんなの健康教室 

姉
納
翻
八
百
七
十
八
人
を
表
彰
 

昭
和
五
十
四

年
度
の
市
税
納

期
内
完
納
者
の

表
彰
式
が
九
月

五
日
午
後
一
時

か
ら
市
民
文
化

会
館
で
お
よ
そ

二
百
人
が
出
席

し
て
行
わ
れ
、
 

完
納
者
で
表
彰

年
に
当
た
る
個

人
、
法
人
合
わ

せ
八
百
七
十
八

人
が
表
彰
さ
れ
 
 

ま
し
た
。
 

昨
年
度
の
市
税
納
期
内
完
納

者
は
全
部
で
六
千
三
百
三
十
三

人
で
、
こ
の
う
ち
表
彰
年
に
あ

た
る
五
年
表
彰
者
が
二
百
七
十

四
人
、
十
年
表
彰
者
が
百
七
十

四
人
、
十
五
年
表
彰
者
が
百
四

十
二
人
、
二
十
年
表
彰
者
が
一
一

百
十
二
人
、
二
十
五
年
表
彰
者

が
五
十
六
人
、
法
人
表
彰
者
が

二
十
法
人
で
す
。
 

表
彰
式
で
は
、
寺
田
市
長
が
 

「税
負
担
の
不
公
平
を
是
正
し

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
行
政
を
す
 
 

す
め
た
い
」
 
と
あ
い
さつ
、
被

表
彰
者
の
地
区
代
表

一
人
一
人

・

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
受
彰
者
を
代

表
し
、
中
泉
の
大
谷
慶
作
さ
ん

が
、
 
「納
税
道
義
の
向
上

と
秩

序
の
確
立
に
努
め
、
 一
層
の
精

励
を
誓
い
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

式
が
終
っ
て
民
謡
、
歌
謡
シ

ョ
ー
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

し
ま
し
た
。
 

，
ぎミ
？ミ
？ミ
《ミ
「ミ
、ミ
、ミ
「ミ
、」熱
ミ
ミ
、
（ミ
ょミ
？ミ
、い
ミ
？
熱葉
（ミ
」熱
（
、
ミ
，ミ
寒
？
ミ
 

月 	齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ 月 児 
昭和55年 6月 

生まれの乳児 
10月 8日 

市民文化会館別館 
0日中央公民館） 

6 カ 月 児 
昭和55年 3月 

生まれの乳児 
10月21日 ク 

1歳 6 カ月児 
昭和54年 4 月 

生まれの幼児 
10月28日 ク 

日
程
の
変
更
 

移
動
保
健
所
、

九
月
十
九

日
に
開

催
 

九
月
一
日
発
行
の
市
広
報
で

お
知
ら
せ
し
た
 
「移
動
保
健
所
」
 

の
開
設
日
程
は
、
九
月
十
八
日

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま

で
で
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
九

月
十
九

日
（
金
）
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で

と
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

乳
幼
児

の
健
診
 

日

程
が

変
更
 

八
月
十
五
日
発
行
の
市
広
報

で
お
知
ら
せ
し
た
乳
幼
児
の
健
 
 

康
診
査
、
 
一
歳
六
カ
月
の
日
程

は
九
月
三
十
日
で
し
た
が
、
都

合
に
よ
り
九
月
二
十
四
日
に
変

更
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
 

・
 

◇
 
◇
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主な食品の食塩含有量（1 OOg中） 

食
パ
、
ノ
 
梅

干
し

し
お
ざ
け

た
く
あ
ん

し
ら
す
干
し

し
おか
ら
（イ
カ）
 
 

パ
タ
ー
（
有
塩
）
 
 

た
ら
こ

（
生
）
 

 

コ
ブ
っ
く
だ
煮
 

食
 
品
 
名
  

1 

3 

1 	6 	7 	8 	11 	11 	13 

9 	5 	1 	0 	3 	8 	3 

20 

6 

島
琴
暑量
  

(
 
g
〕
 
 

食
塩
摂
取
量
は
 

欧
米
人
の

ニ
倍
 

関
西
の
人
が
東
京
の
う
ど
ん

を
食
べ
る
と
 
「な
ん
や
、
し
ょ

う
ゆ
の
中
に
う
ど
ん
が

つ
か
っ

て
い
る
」
 
と
驚
きま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
日
本
人
が
毎
日
平
均

ど
の
く
ら
い
の
食
塩
を
摂
取
し

て
い
る
か
は
、
地
方
に
よ
っ
て

も
、
ま
た
家
庭
で
も
大
変
、
違

っ
て
き
ま
す
。
 

東
北
地
方
で

は
、
 一
日
に
一
一

十
ー
三
十
グ

ラ
ム
が
普
通
で
す

が
、
日
本
全
体
の
平
均
で
は
、
 

一
日
十
五
グ
ラ
ム
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
欧
米
人
の
摂
取
量
は

七
ー
八
グ
ラ
ム
と
い
い
ま
す
か

ら
、

い
か
に
私
た
ち
日
本
人
が
 

“好
塩
民
族
）
で
あ
る
か
が
お

わ
か
り
で
し
ょ
う
。
 

「日
本
人
に
と
っ
て
食
物
と

は
米
で
あ
り
、
食
事
と
は
メ
、
ン
 

を
塩
と
と
も
に
食

べ
る
こ
と
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日

本
に
多
い
 
『だ
し
』
類
や
み
そ
、
 

し
ょ
う
ゆ
は
、
塩
を

マ
イ
ル
ド

な
味
に
し
た
“
塩
の
味
つ
け
）
 

で
す
し
、
塩
コ
ン
ブ
、
塩
ざ
け
、
 

つ
く
だ
煮
な
ど
も
、
要
す
る
に

塩
の
変
形
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
 

と
東
洋
食
品
工
業
短
期
大
学
教

授
・
大
塚
滋
氏
は
『
食
の
文
化

史
』
で
書
い
て
い
ま
す
。
 
 

塩
が

演
出

す
る

悪
循
環
 

い
っ
た
い
、
な
ぜ
塩
が
成
人

病
“
犯
人
”
に
さ
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
 

そ
れ
は
、
ま
ず
食
塩
の
中
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
と
い
う
成
分
が
か
 

食
品
に
は
自
然

の
ま
ま
で
 

も
塩
分
が

含
ま
れ

て
い
る
 

こ
こ
に
掲
げ
た
表
を
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
食
品
百
グ

ラ
ム
中
の
食
塩
含
有
量
を
示
し

た
も
の
で
す
が
ト
ッ
プ
は
梅
干

し
の
二
〇

・
六
グ
ラ
ム
。
 も
ち

ろ
ん
梅
干
し

一
個
の
重
さ
は
六

グ
ラ
ム
程
度
で
す
か
ら
、
 一
個

に
つ
い
て
食
塩
量
は

一
‘
二
四
 

科
学
技
術
庁
資
源
調
査
会
編
 

「三
訂
補
日
本
食
品
標
準
成

分
表
」
 
より
 

ら
だ
の
中
で
多
く
な
る
と
、
動

脈
の
末
梢
部
分
が
細
く
な
っ
て
、
 

血
液
を
通
す
の
に
強

い
圧
力
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
と
き
、
人
体
の
不
思
議

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
は
た
ら

い
て
、
 

血
液
循
環
を
円
滑
に
す
る
た
め

に
血
圧
が
高
く
な
り
ま
す
。
 一

方
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
増
加
に
よ
 

グ
ラ
ム
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
 

二
番
手
の
コ
ブ
の
つ
く
だ
煮

は
十
三

・
三
グ
ラ
ム
で
す
が
、
 

食
塩
摂

取
量
の

理
想
は

一
日
七
グ
ラ
ム
 

私
た
ち
は
毎
日
の
食
生
活
で
、
 

ど
の
く
ら

い
の
食
塩
を
と
っ
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

厚
生
省
は
「
理
想
と
し
て
は

一
日
七
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
で
す
が
、
 

急
に
淡
泊
な
味
に
す
る
と
い
う

の
も
無
理
で
し
ょ
う
か
ら
、
少

な
く
と
も
十
グ

ラ
ム
を

一
応
の

目
安
に
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
」
 
と
言
って
い
ま
す
。
 
 

っ
て
血
液
量
が
増
え
、
そ
の
た

め
、
さ
ら
に
血
圧
を
押
し
上
げ

る
と
い
う
悪
循
環
を
繰
り
返
す

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
 

日
本
人
の
死
因
の
ナ
ン
バ

ー
 

・

ワ
ン
で
あ
る
脳
卒
中
や
心

臓

疾
患
は
、
こ
う
し
て
生
み
出
さ

れ
て
い
く
の
で
す
。
 

大
さ
じ

一
杯
分
で
す
と
一

・
四

グ
ラ
ム
の
塩
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
 

大
づ
か
み
に
い
っ
て
、
食
品

に
は
味
付
け
す
る
前
の
自
然
の

状
態
で
、
味
覚
に
は
感
じ
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
す
で
に
塩
分
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
 

そ
の
上
に
な
お
濃
い
味
付
け
を

す
る
と
リ
塩
分
過
多
）
に
な
る

の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

十
月
は
「
食
生
活
改
善
普
及

運
動
月
間
」
で
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
宅
の
食
卓
の
 
「塩
分

再
点
検
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

恐
ろ
し

い
成
人
病
か
ら
、
大
切

な
ご
家
族
を
守
る
た
め
に
ー
。
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塩
分

の
取
り

過
ぎ

は
成
人
病
の
も

と
 

食
生

活
改

善
普
及

運

動

月
間
を

前

に
 

日
本
は
い
ま
や
世
界
で
も
指
折
り
の
長
寿
国
に
仲
間
入
り
し

ま
し
た
が
、
脳
卒
中
、
心
臓
疾
患
、
ガ
ン
な
ど
の
成
人
病
が
不

気
味
な
上
昇
カ
ー
ブ
を
描
き
な
が
ら
、
私
た
ち
の
健
康
を
む
し

ば
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
「
塩
分
の
と
り
過
ぎ
％

欧
米
人
の
二
倍
か
ら
地
方
に
よ
っ
て
は
一ニ
倍
も
の
量
を
と
っ
て

い
る
と
い
う
の
で
す
。
 

十
月
は
“
味
覚
の
秋
”
。ま
ず
は
塩
と
日
本
人
に

つ
い
て
の
お

話
を
 

交通安全ヤンクフェア 

ふるってご参加を 

ロ
と
き
 
九

月
二
十
一
日
 

（
日
）
 

ロ
第
一
部

交
通
安
全
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
（
参

加
者
募
集
）
 

ロ
申
込
み
先
 

O
⑤
六
〇
六
〇

番
（
統
計
情
報

事
務
所
、
蒔
田
）
、
 

廿
〇
一
七
三
一
一

九
ー
三
一
〇
一
，
 

番
（
ヤ
ク
ル
ト

五
所
川
原
、
渋
 

谷
）
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
六
十
台
 

に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。
 

（
一
台
三
人
以
上
）
 

ロ
参
加
費
 

一
台
一
一
千
円
 

（
タ食
費
等
）
 

ロ
時
間
 
午
前
十
一
時
か
ら
 

午
後
六
時

（
出
発
、
五
所
川
原
 

警
察
署
前
午
後
一
時
）
 

ロ
第
二
部
 
ヤ
ン
グ
フ
エ
ア
 

・

コ
ン
サ
ー
ト

（
入
場
無
料
）
 

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
 

ロ
時
間
 
午
後
六
時
三
十
分

ロ
行
事
内
容
 
o
映
画
上
映
 

「交
通
戦
争
」
、
o
コ
ン
サ

ー
 

ト
、
う
た
ご
え
サ
1
ク
ル
 
「ジ
 

ョ
ー
カ
ー
ズ
」
、
 

 

「
パ
ン
プ
キ

ン
」
、
O
表
彰
式
 
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
入
賞
者
 

市
青
年
団
協
議
会
 

r
 

r
 広報
紙
の

早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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